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ン
タ
ー

賃
金
・
休
暇
等　

　
臨
時
・
嘱
託
職
員
等
勤
務
条

　
件
基
準
に
よ
り
ま
す
。

応
募
締
切
・
提
出
書
類

　
２
月
１
日
㈪
ま
で
に
自
筆
履

　
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
子
ど

　
も
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
試
験
日
等
は
追
っ
て
連
絡
し

　
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
子
ど
も
課 

学
校
教
育
係

　
☎
�
３
１
１
１

　
内
線
３
６
１
、３
６
２

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学

校
等
の
臨
時
職
員
（
給
食
調
理

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

　
給
食
調
理
業
務
・
若
干
名

受
験
資
格

　
調
理
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

試
験
内
容

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

合
格
発
表　
本
人
に
直
接
通
知

採
用
期
日　

　
平
成
22
年
４
月
１
日

雇
用
期
間　
原
則
１
年
間

勤
務
場
所　

　
各
小
学
校
、
ま
た
は
給
食
セ

今
年
４
月
、
い
よ
い
よ
統
合
中
学
校
が
開
校
し
ま
す

新
中
学
校
の
校
歌
が
決
ま
り
ま
し
た

生
、
城
北
中
学
校
の
作
曲
が
氏

家
晋
也
先
生
で
す
。

　

誰
に
で
も
歌
い
や
す
く
、
飯

山
市
の
情
景
が
思
い
起
こ
さ
れ

る
詞
・
曲
に
仕
上
が
っ
た
新
し

い
校
歌
。
在
校
生
は
こ
の
３
学

　
４
月
に
開
校
の
新
中
学
校
校

歌
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

校
歌
を
作
成
し
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
城
南
・
城
北
中
学
校

の
作
詞
が
山
﨑
浩
先
生
、
城
南

中
学
校
の
作
曲
が
鳥
井
俊
之
先

期
よ
り
練
習
を
行
い
、
４
月
の

開
校
に
備
え
ま
す
。

作
詞
・
作
曲
者
の
ご
紹
介

◇
山
﨑　
浩　
先
生

　
声
楽
家
と
し
て
の
活
動
と
と

も
に
、
数
多
く
の
子
ど
も
の
歌

■
調
査
の
目
的 

◇
国
が
全
国
的
な
義
務
教
育
の

機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持

向
上
の
観
点
か
ら
、
各
地
域
の

児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況

を
き
め
細
か
く
把
握
・
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
お
よ
び

教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検

証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
。  

◇
各
教
育
委
員
会
、
学
校
等

が
全
国
的
な
状
況
と
の
関
係
に

お
い
て
自
ら
の
教
育
お
よ
び
教

育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
把
握

し
、
そ
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
教
育
に
関
す
る
継
続

的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確

臨
時
職
員
（
給
食
調
理
員
）
を
募
集
し
ま
す △作成にあたった先生方。（左か

ら山﨑先生、鳥井先生、氏家先生）

飯
山
市
の
結
果
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
21
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
今
年
度
4
月
に
実
施
さ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。
教
育

委
員
会
で
は
把
握
し
た
飯
山
市
の
学
力
、
学
習
状
況
の
結
果
を
生
か
し
、
今
後
の
学
力
向
上
等
諸
事
業
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
の
調
査
の
概
要
公
表
に
つ
い
て
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
の
た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

子
ど
も
課　
学
校
教
育
係

　
☎
�
３
１
１
１

　
内
線
３
６
１
、３
６
２

立
す
る
。  

◇
各
学
校
が
各
児
童
生
徒
の
学

力
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、
児

童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
や
学
習

状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
。  

■
調
査
の
内
容 

◇
児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

①
教
科
に
関
す
る
調
査

　
（
国
語
、算
数（
数
学
）の
２
教

　
科
に
お
い
て
実
施
）

　
ア
主
と
し
て
「
知
識
」
に 

関

　
　
す
る
問
題

　
イ
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関

　
　
す
る
問
題

②
児
童
生
徒
に
対
す
る

質
問
紙
調
査　

　
…
学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、

　
学
習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面

　
等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査

◇
学
校
に
対
す
る
質
問
紙
調
査

　
…
指
導
方
法
や
教
育
条
件
整

　
備
状
況
等
に
関
す
る
質
問
紙

　
調
査

■
調
査
の
対
象 

・
調
査
実
施
日

小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年

生
等
（
原
則
と
し
て
す
べ
て
の

児
童
・
生
徒
）

◇
飯
山
市
の
実
施
児
童
・
生
徒

 

・
小
学
校
６
学
年
…
２
３
８
人

 

・
中
学
校
３
学
年
…
２
３
３
人

◇
調
査
実
施
日

　
平
成
21
年
４
月
21
日
㈫

　
（
結
果
発
表
…
同
８
月
27
日
）

■
調
査
の
結
果

　
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
概

要
の
一
部
の
み
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

①小学校6年生
・「主として知識に関する問題」（以下：Ａ）は、到達
 度において 2 教科とも「定着」の段階にあり、平均
 正答率は「ほぼ全国平均並」となりました。
・「主として活用に関する問題」（以下：Ｂ）は、２教
 科とも「課題」の段階で、平均正答率は「ほぼ全
 国平均並」となりました。
②中学校3年生
・国語ではＡ・Ｂとも「定着」の段階で、平均正答率は「全
 国平均並」となりました。
・数学では A・Bとも「課題」の段階で、平均正答率は「ほ
 ぼ全国平均並」となりました。
③総合評価
　①および②の結果から、「知識」は、小学校児童・
中学校生徒とも全国並みの力をつけてきている一方、

「活用」は、全国と同様に児童生徒とも若干課題を残
していることがわかります。                      

　教科に関する調査の結果　　
※到達度の表現は、80 点以上が「よく定着」、61点～ 79
　点が「定着」、60 点以下が「課題」の3 段階で示します。

　児童生徒に対する質問紙調査の概要　
①朝食・起床および就寝等は、規則正しく生活でき
ており、全国平均より良好。
②自己肯定感や積極的な態度・将来の夢や目標等は
ほぼ全国平均並か若干低い。
③テレビ視聴やゲームの時間が全国平均に比べ若干
多いが、インターネットや携帯電話の使用は少ない。
④地域の歴史や自然についての関心では、全国平均
に比べて小学校・中学校とも若干低いが、地域行事
等への参加状況は大変良い。
⑤全国平均に比べ、小学校では算数、中学校では国語・
数学の勉強が「分かる」と答えている児童・生徒が多い。
⑥家庭学習の時間は、全国平均に比べて若干少なく、
宿題中心の学習で、予習や復習が少ない。また読書
は全国平均 に比べて若干少ない

「平成 21年度 全国学力学習状況調査」飯山市の結果概要

飯
山
市
立
城
北
中
学
校
校
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

山
﨑　

浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

氏
家　

晋
也

一　

夢
を
語
ろ
う　

熱あ
つ

い
夢
を

　
　

緑
あ
ふ
れ
る　

ふ
る
さ
と
に

　
　

千ち
く
ま
が
わ

曲
川
が　

一い
ち
ず途

に
海
を
め
ざ
す
よ
う
に

　
　

遥は
る

か
な
未
来
を　

見
つ
め
よ
う

　
　

広
い
世
界
に　

旅
立
と
う

　
　

そ
し
て
い
つ
か　

振
り
返
る

　
　

菜な

の
花
も
え
る　

城
じ
ょ
う
ほ
く北

の
丘
を

二　

今
鍛き
た

え
よ
う　

強
い
精こ
こ
ろ神

　
　

白
く
広
が
る　

雪せ
つ
げ
ん原

に

　
　

吹ふ
ぶ
き雪

に
耐
え　

道
な
き
道
を
歩
む
よ
う
に

　
　

揺ゆ

る
が
ぬ
自
分
を　

育
て
よ
う

　
　

ま
こ
と
の
道
を　

求
め
よ
う

　
　

そ
し
て
今
日
も　

仰あ
お

ぎ
見
る

　
　

山
な
み
望
む　

城
北
の
丘
を

三　

今
深
め
よ
う　

固
い
絆
き
ず
な

　
　

い
の
ち
息
づ
く　

ふ
る
さ
と
に

　
　

ぶ
な
の
森
が　

豊
か
に
水
を
抱い
だ

く
よ
う
に

　
　

大
き
な
力
を　

養
や
し
な

お
う

　
　

大
地
に
深
く　

根
を
張
ろ
う

　
　

そ
し
て
今
日
も　

育
ち
あ
う

　
　

の
ぞ
み
果
て
な
い　

城
北
の
丘
に　
　

飯
山
市
立
城
南
中
学
校
校
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

山
﨑　

浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

鳥
井　

俊
之

一　

北き
た
し
な
の

信
濃
の
大
地
に　

胸
を
張
って

　
　

爽さ
わ

や
か
な
風
の
中　

私
た
ち
は
立
つ

　
　

未
来
に
結
ぶ　

ひ
と
す
じ
の
道
を

　
　

ま
だ
見
ぬ　

遥は
る

か
な
世
界
へ
と

　
　

今　

力
強
く　

歩
き
出
す

　
　

城
じ
ょ
う
な
ん南

の
丘
を　

心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て

二　

千ち
く
ま
が
わ

曲
川
の
流
れ
が　

語
り
か
け
る

　
　

変
わ
ら
な
い
真
実
を　

歴
史
の
重
み
を

　
　

受
け
継つ

が
れ
ゆ
く　

い
の
ち
の
輝
き

　
　

私
が
生
ま
れ
た　

そ
の
意
味
を

　
　

今　

胸
に
深
く　

問
い
か
け
る

　
　

城
南
の
丘
を　

心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て

三　

白
い
雪
に
覆お

お

わ
れ　

眠
る
山
は

　
　

厳
し
さ
と
優
し
さ
を　

教
え
て
く
れ
る
よ

　
　

豊
か
な
心　

し
な
や
か
な
体

　
　

確
か
な
明あ

し
た日

を　

求
め
つ
つ

　
　

今　

私
た
ち
は　

鍛き
た

え
あ
う

　
　

城
南
の
丘
を　

心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て　

の
作
詞
、
作
曲
を
手
が
け
る
。

ま
た
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ「
信

濃
応
援
歌
」
の
作
詞
作
曲
を
担

当
す
る
な
ど
多
方
面
に
活
躍
。

飯
山
市
在
住
。

◇
鳥
井
俊
之　
先
生

　
作
曲
家
、
聖
徳
大
学
音
楽
部

准
教
授
で
、
飯
山
市
創
作
「
第

１
回
心
の
う
た
ふ
る
さ
と
の
う

た
『
あ
の
日
の
ま
ん
ま
』」
最
優

秀
作
曲
者
。「
秋
田
市
記
念
オ

ペ
ラ
」「
佐
竹
藩
築
城
記
念
オ
ペ

ラ
」
等
の
作
曲
を
手
が
け
、
第

32
回
秋
田
県
芸
術
選
奨
を
受
賞

し
て
い
る
。

◇
氏
家
晋
也　
先
生

　
作
曲
家
で
、飯
山
市
創
作「
第

２
回
心
の
う
た
ふ
る
さ
と
の
う

た
『
ゆ
き
ぐ
に
』」
最
優
秀
作

曲
者
。
全
国
の
学
校
等
で
活
用

さ
れ
て
い
る
合
唱
曲
集
「
と
も

だ
ち
」
を
作
成
す
る
な
ど
、
児

童
生
徒
の
た
め
の
合
唱
曲
を
数

多
く
手
が
け
て
い
る
。


